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　サロンに参加されていた方にベビーリーフの栽培
キットを配付しました。ボランティアも同じ物を育
て、後日会った際にキットのことで様々な話で盛り上
がったそうです。ベビーリーフを育てている方からは
「この子は可愛くて仕方なくて、食べれんね」「ニョ
キニョキ大きくなるから、１日に何度も眺めている
よ」と好評でした。植物を育てることが、心の癒やし
になったようです。
　併せて「わくわく通信」を発行し、サロンとのつな
がりが切れないよう情報発信を続けられました。ベ
ビーリーフの育て方や、
クイズ・おやつのレシピ
などを掲載し、自宅でも
楽しい時間を過ごすこと
ができるよう、工夫して
あります。

元岡校区
泉東ふれあいサロン「わくわく」

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人と人とが直接会って話をしたり、触れ合ったりすることが難
しくなってしまいました。外出する機会が少なくなりがちな高齢者や障がい者のよりどころとなっている
「ふれあいサロン」も数ヶ月間、開催することができなくなりました。
　そうした中、地域で「はなれて、つながる」に取り組まれた事例をご紹介いたします。
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　サロンの利用者の方にぬりえと色鉛筆をプレゼント
し「作品を提出してもらえれば、次回の通信に掲載し
ます」と呼びかけたところ、多くの作品が寄せられま
した。沢山の作品にボランティアは「こんなに出して
もらえるなんて、感動です！」と喜び、作品を提出し
た方からは「ぬりえの時間がとても楽しかった」との
声がありました。提出先
をボランティアの自宅に
したことで、短時間でも
お互い顔を合わせること
もできました。
　翌月の通信では、全て
の作品を掲載し、利用者
の方は、色とりどりの作
品を見て楽しみました。

周船寺校区
周船寺1丁目サロン「にこにこ」



ボランティア活動のためのオンライン会議入門講座開催
オンライン活用で、地域活動が一歩前進！

お薬手帳は１冊に！かかりつけ薬局を持ちましょう！

地域カフェで「おくすり相談」
をする前地さん

※事業所ネットワーク…「地域のために何かをしたい」との想いを持って、福祉施設・病院・企業等が集ってネットワークを作り、地域で様々な活動を行っています。

その道の
プロに聴く！
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　地域で活動するボランティアが、コロナ禍でも会議や情報
交換等の活動ができるよう、11 月 16 日、23 日に標記講座
を開催し、17名が受講しました。
　初日はウェブ会議ツール「ZOOM」でのミーティングに参
加できるようになることを目標に、主に基本操作を学び、慣
れるところから始めました。
　２日目は、実際にオンラインで自宅から参加した受講者同
士でグループワークを行い、これからの活動やできること、
やりたいことなどのアイデアを出し合いました。
　オンライン会議は、どこからでも参加できることや悪天候、
感染症の蔓延時でも開催可能なことなどメリットが多く、こ
れからの地域活動の新たな手段としての活用が期待されます。

　「ポリファーマシー」という言葉をご存じですか？お薬の不要な処方や過量・重
複投与などにより、様々な害が生じることです。そのため、自分の服薬の状況を
適切に管理することはとても大切です。
　病院ごとに薬局やお薬手帳を使い分けていると、薬局の薬剤師が薬の重複処
方や飲み合わせの確認ができず、飲み過ぎや不要な薬を飲んでいる状況に気づく
ことができません。
　薬剤師に一元的に薬の管理をしてもらうために、ぜひ薬局は１か所にまとめ、「か
かりつけ薬局」を持ちましょう。また、お薬手帳は１冊にまとめましょう。
　薬剤師の助言や支援を受け、副作用のリスクを減らし、医療費を抑えることに
つなげましょう。
　ぜひ一度、薬剤師にご相談ください。

事業所ネットワーク（※）「参の会」所属の薬剤師、前地香奈子さん
（ミネマツ薬局）にお聴きしました。
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